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図
書
館
と
の
コ
ラ
ボ
を
提
案

新
都
立
多
摩
図
書
館
の
中
に
共
同
保
存
図
書
館
機
能
を
！

座
問
直
牡

ざ
ま
　
な
お
よ
し

O
N
P
O
法
人
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
理
事
長

は
じ
め
に

N
P
O
法
人
共
同
保
存
図
書
館
・
多
撃
二
項

下
「
多
摩
デ
ポ
」
）
　
は
、
東
京
・
多
寧
地
域
「
り

市
町
村
立
図
書
館
の
蔵
書
を
将
来
に
わ
た
二
、

利
用
さ
れ
る
方
々
に
提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
多
摩
地
域
内
で
現
在
所
蔵
し
て
い
る
図
書

を
最
低
2
冊
は
残
し
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
各
図
書
館
が
除
籍
す
る

資
料
を
中
心
に
、
必
要
な
資
料
を
共
同
で
保
存

し
、
い
つ
で
も
提
供
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
る
。

多
摩
地
域
で
は
市
町
村
立
図
書
館
が
住
民
に

積
極
的
な
資
料
提
供
を
行
い
、
暮
ら
し
に
役
立

〓
上
書
き
一
γ
－
千
丁
　
二
、
き
た
。
現
状
の
図
書
館

て
一
芸
三
三
三
一
毒
害
一
ゲ
一
つ
／
、
る
た
め
、
新
し
い

十
二
ケ
ー
二
、
亡
で
二
■
∵
∴
舌
、
．
七
を
書
架
か
ら
抜
き

出
し
書
蔓
∴
移
　
二
、
、
．
そ
。
書
車
一
∵
上
限
界
が

一
∫
り
、
韓
∵
っ
き
・
i
■
二
、
．
本
言
止
む
を
得
ず
除
籍

千
言
‡
ゲ
享
∴
事
、
∵
今
や
。
7
丁
几
ど
の
図
書
館

予
書
直
一
ヱ
摺
杯
て
、
個
々
の
図
書
館
の
力
だ
け

て
、
一
け
日
々
消
え
て
い
く
本
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
こ
の
間
ま

で
あ
っ
た
本
が
突
然
除
籍
さ
れ
、
利
用
し
て
い

る
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
削
除
さ
れ
、
借
り
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
と
は
常
に
隣
り
あ
わ

せ
の
状
況
に
あ
る
。

こ
の
間
題
を
解
決
す
る
に
は
、
蔵
書
の
保
存

と
除
籍
に
地
域
全
体
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
張
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
共
同
で
確
実
に
効

率
的
に
保
存
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
蔵
書

情
報
と
図
書
館
間
の
物
流
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
所
蔵
し
て
い

る
蔵
書
を
い
つ
ま
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
。
多
摩
デ
ポ
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
模
索
し
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

1
　
多
摩
地
域
図
書
館
の
資
料
保

存
と
相
互
協
力
の
現
状

①
多
摩
地
域
図
書
館
の
資
料
保
存
の
現
状

多
摩
地
域
の
市
立
図
書
館
は
ほ
と
ん
ど
が
開

館
か
ら
4
0
年
を
越
し
っ
つ
あ
る
。
こ
の
間
住
民

の
支
持
と
行
政
の
理
解
に
支
え
ら
れ
、
事
業
を

延
ば
し
て
き
た
。
蔵
書
の
種
類
が
増
え
、
古
い
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資
料
も
含
め
利
用
者
へ
の
対
応
力
が
高
ま
っ
て

い
／
＼
こ
と
は
図
書
館
と
し
て
喜
ば
し
い
が
、
蔵

書
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
は
ど
の
自
治
体

も
共
通
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

図
書
館
は
、
新
た
に
発
行
さ
れ
る
図
書
な
ど

を
収
集
し
提
供
し
っ
つ
、
そ
れ
を
適
切
に
保
存

し
蔵
書
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
幅
広
く
厚

み
の
あ
る
資
料
が
利
用
で
き
る
機
能
を
持
っ
て

い
る
。
古
い
資
料
の
対
応
力
が
高
ま
っ
て
く
る

こ
と
は
図
書
館
の
可
能
性
で
あ
る
。
特
に
、
蔵

書
目
録
の
電
算
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

で
検
索
が
容
易
に
な
り
、
開
架
書
庫
の
資
料
で

も
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
他
自
治
体
の
所
蔵
状
況
も
同
様
に
検

索
が
可
能
で
、
日
頃
利
用
し
て
い
る
図
書
館
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
中
、
情
報
化
や
高
齢
化
十
十
十
一
「
一
社
圭
一
ゲ
垂

え
、
今
後
、
図
書
館
に
対
す
る
冨
書
二
軍
真
一
小

吏
に
多
様
化
し
増
加
し
て
く
る
。

②
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
の
進
展

利
用
者
は
欲
し
い
本
が
そ
の
時
、
そ
の
図
書

館
に
な
け
れ
ば
リ
ク
エ
ス
ト
を
す
る
。
図
書
館

は
貸
出
中
の
所
蔵
資
料
で
あ
れ
ば
、
返
却
後
に

請
求
者
に
渡
せ
る
よ
う
キ
ー
プ
す
る
。
蔵
書
に

な
け
れ
ば
、
購
入
す
る
か
他
の
図
書
館
か
ら
借

り
て
提
供
す
る
。
特
に
、
古
い
本
、
高
価
な

本
、
絶
版
の
本
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
同
士
の

相
互
貸
借
は
欠
か
せ
な
い
。
多
摩
地
域
は
、
レ

ベ
ル
の
揃
っ
た
図
書
館
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
相
互
貸
借
の
仕
組
み
は
特
に

有
効
で
あ
る
。
こ
の
相
互
貸
借
の
運
用
に
は
東

京
都
立
図
書
館
の
協
力
貸
出
と
の
関
連
で
協
力

車
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
協
力
事
業
は
利
用

者
へ
の
提
供
の
た
め
の
有
効
・
強
力
な
手
段
で

あ
り
、
協
力
貸
出
と
相
互
貸
借
の
不
可
欠
な
イ

ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

③
資
料
保
存
に
お
け
る
図
書
館
協
力

各
図
書
館
は
利
用
頻
度
の
落
ち
た
本
も
自
治

体
毎
に
一
冊
は
残
す
よ
う
蔵
書
管
理
し
な
が

ら
、
蔵
書
の
厚
み
を
保
証
し
、
請
求
に
備
え
て

き
た
。
し
か
し
、
事
態
ふ
け
進
入
最
後
刀
一
冊
も
除

き
こ
こ
ざ
≠
一
一
三
等
十
二
．
状
況
一
㌧
上
声
つ
つ
一
♪
る
。

そ
こ
，
琴
、
多
牽
き
嶺
「
り
各
図
書
館
は
、
当

該
資
料
を
鞍
轟
－
二
、
■
1
、
」
も
し
請
求
さ
れ
た
時

に
多
寧
地
域
内
で
相
互
協
力
に
よ
る
提
供
が
可

能
か
、
と
い
う
こ
と
を
歯
止
め
の
判
断
に
加
え

て
き
た
。
地
域
内
で
提
供
出
来
る
ウ
ィ
ト
ル
総

数
を
維
持
し
て
利
用
者
の
請
求
に
備
え
よ
う
と

し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
多
摩
地
域
で
最
後
の
一

冊
と
わ
か
っ
て
い
る
資
料
を
維
持
す
る
こ
と
も

困
難
な
図
書
館
が
出
て
き
て
い
る
。
平
成
2
7
年

1
0
月
に
発
表
さ
れ
た
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館

館
長
協
議
会
に
よ
る
「
共
同
利
用
図
書
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
調
査
報
告
書
で
は
、
多

摩
地
域
各
市
町
村
の
図
書
館
の
資
料
収
容
能
力

は
限
界
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
＊
1
）
。

2

　

萱

併

存

を

実

現

す
る
共
同
保
存
　
書
館
構
櫻

①
共
同
保
存
図
書
館
の
必
然
性

当
該
資
料
を
除
籍
し
て
も
地
域
内
の
他
の
自

治
体
に
蔵
書
が
あ
り
、
請
求
さ
れ
て
も
提
供
が

可
能
か
を
判
断
基
準
に
し
て
き
た
。
他
自
治
体

に
な
い
希
少
な
資
料
な
ら
除
籍
せ
ず
地
域
内
に

残
し
て
お
こ
う
、
と
。
し
か
し
多
摩
地
域
の
多

く
の
自
治
体
で
は
、
そ
れ
が
出
来
る
余
裕
が
な

く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
図
書
館
で
は
必
要
で
な
く
て
も
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
が
大
き
く
な
り
、
各

館
の
現
有
ス
ペ
ー
ス
の
ま
ま
で
は
、
地
域
全
体

の
提
供
可
能
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
効
率
的
な
資
料
保
存
と
各
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図
書
館
の
主
体
的
な
蔵
書
構
築
を
維
持
す
る
方

法
が
〝
共
同
保
存
図
書
館
＝
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
″
　
の
創
出
で
あ
る
。

各
自
治
体
で
最
後
の
一
冊
と
な
っ
た
資
料
の

う
ち
、
そ
の
自
治
体
で
は
蔵
書
構
成
上
不
用
と

判
断
し
た
も
の
を
共
同
保
存
図
書
館
に
集
約

し
、
地
域
内
で
は
タ
イ
ト
ル
を
欠
落
さ
せ
ず
に

保
存
し
て
い
く
。
。
〝
共
同
保
存
図
書
館
″
は
、
各

図
書
館
の
分
担
の
負
担
を
軽
減
し
、
効
率
的
な

資
料
保
存
の
方
法
で
あ
る
。
東
京
都
市
町
村
立

図
書
館
長
協
議
会
は
2
0
0
8
年
に
一
共
同
利

用
図
書
館
」
の
名
で
こ
の
構
想
を
立
て
て
い
る
。

多
摩
地
域
に
は
、
希
少
な
タ
イ
ト
ル
を
相
互

に
残
し
あ
う
努
力
の
実
績
が
あ
り
、
共
同
保
存

図
書
館
の
基
盤
が
あ
る
。
こ
の
実
現
に
は
、
共

同
保
存
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
最
大
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

②
図
書
館
事
業
に
お
け
る
新
た
な
広
域
行
政

共
同
保
存
図
書
館
事
業
は
、
自
治
体
図
書
館

を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
あ
り
、
広
域
的

な
図
書
館
行
政
に
該
当
す
る
事
業
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
都
道
府
県
立
図
書
館
の
課
題
と

し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
文
部
科
学
省
が

発
表
し
た
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望

ま
し
い
基
準
」
＊
2
）
の
中
で
は
、
都
道
府
県
立

図
書
館
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
　
都
道
府
県
立
図
書
館

1
　
域
内
の
図
書
館
へ
の
支
援

1
　
都
道
府
県
立
図
書
館
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
、
当
該
都
道
府
県
内
の
図
書
館
の

求
め
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
の
図
書
館
へ
の
支
援

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

省
略

ウ
　
図
書
館
資
料
の
保
存
に
関
す
る
こ
と

2
　
都
道
府
県
立
図
書
館
は
、
当
該
都
道
府
県

内
刀
囲
書
館
刀
状
況
に
応
じ
、
そ
れ
ら
の
図
書

館
と
う
間
一
十
年
て
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
情
報
刀
円
滑
二
流
通
や
、
そ
れ
ら
の
図
書
館

へ
刀
資
料
刀
貸
出
の
た
め
の
円
滑
な
搬
送
の
確

保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3
　
都
道
帝
県
立
図
書
館
は
、
当
該
都
道
府
県

内
の
図
書
館
の
相
互
協
力
の
促
進
等
に
資
す
る

た
め
、
当
該
都
道
府
県
内
の
図
書
館
で
構
成
す

る
団
体
等
を
活
用
し
て
、
図
書
館
間
の
連
絡
調

整
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

都
道
府
県
立
図
書
館
の
独
自
の
役
割
を
指
摘

し
た
、
こ
の
「
望
ま
し
い
基
準
一
∴
前
後
し

て
、
富
山
県
、
滋
賀
県
、
岡
山
県
た
‥
三
′
、
は
、

市
町
村
立
図
書
館
の
除
籍
資
料
で
県
立
図
書
館

に
未
所
蔵
刀
も
刀
は
県
立
図
書
館
の
書
庫
に
移

管
す
る
、
県
立
図
書
館
主
導
の
共
同
保
存
事
業

が
行
な
わ
れ
継
続
さ
れ
て
い
る
。

都
立
図
書
館
に
と
っ
て
も
保
存
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
2
0
0
2
年

の
「
都
立
図
書
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の

報
告
書
で
は
資
料
の
永
年
保
存
の
方
針
を
撤
廃

し
、
現
有
書
庫
の
範
囲
で
の
保
存
体
制
に
切
り

替
え
た
経
過
が
あ
る
。
市
町
村
立
図
書
館
も
同

様
の
問
題
を
率
み
、
特
に
多
摩
地
域
の
保
存

は
、
自
治
体
共
同
の
努
力
を
重
ね
つ
つ
、
こ
の

ま
ま
で
は
限
界
を
超
え
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
新
都
立
多
摩
図
書
館
の
開
館
を
来

年
年
明
け
に
控
え
た
今
、
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た

書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
、
共
同
保
存
を
推
進
す
る
視
点
で
考
察
し
て

み
た
い
。

③
都
立
図
書
館
と
市
町
村
立
図
書
館
の
協
働
－

共
同
保
存
図
書
館
の
実
現
に
向
け
て

広
域
的
な
資
料
保
存
を
効
率
的
に
進
め
る
に

は
、
都
立
図
書
館
と
多
摩
地
域
の
図
書
館
（
あ



☆現状の都立図書館の書庫の収蔵容量　　　　単位：万冊

事項 �79zy(h匯�ﾘ��ｭ��都立多摩図書館 �79zy�ﾘ��ｭ佗b�

収蔵容量 �#���103 �3���

☆新都立多摩図書館開館後の収蔵容量　　　　単位：万冊

事項 �79zy(h匯�ﾘ��ｭ��都立多摩図書館 �79zy�ﾘ��ｭ佗b�

収蔵容量 �#���285 鼎�2�

☆都立図書館の所蔵資料数（外部倉庫を含む）平成24年度末単位：万冊

事項 �79zy(h匯�ﾘ��ｭ���79zy�ﾙh��ﾘ��ｭ���79zy�ﾘ��ｭ俘xﾇb�

図書 ��i[x艀顏���ﾘ�����i[x艀顏���ﾘ�����i[x艀頸�

資料数 ��ッ�19　　　59　　　11　　245 �60 

（東京都議会文教委員会　辛味26年6日　持出資料より）
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る
い
は
署
内
づ
す
べ
て
刀
図
書
館
）
が
有
効
で

効
率
的
二
共
同
保
存
図
書
館
を
作
り
上
げ
る
必

要
．
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
都
は
、
こ
れ

ま
で
立
川
市
に
あ
っ
た
都
立
多
摩
図
書
館
を
国

分
寺
市
内
に
移
転
新
築
し
、
来
年
1
月
に
は
開

館
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
新
館
の
書
庫
面
積

は
、
現
在
の
都
立
中
央
を
大
き
く
上
回
り
、
こ

れ
ま
で
の
約
1
・
8
倍
と
み
ら
れ
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
そ
の
一
部
分
を
都
内
の
市
区
町
村
立

図
書
館
の
共
同
保
存
書
庫
と
し
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
の
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
掟

案
し
た
い
。

現
在
の
都
立
図
書
館
の
収
蔵
容
量
と
新
都
立

多
摩
図
書
館
開
館
後
の
収
蔵
容
量
、
及
び
都
立

図
書
館
の
現
在
の
所
蔵
資
料
数
は
上
表
の
と
お

り
で
あ
る
＊
3
）
。

新
都
立
多
摩
図
書
館
開
館
後
の
収
蔵
冊
数

一
項
状
刀
所
蔵
資
料
数
＝
1
8
8
万
冊
。

単
純
に
計
算
し
て
も
約
1
8
0
万
冊
程
度
の

余
裕
が
あ
る
。
将
来
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
で
十

分
な
保
存
ス
ペ
ー
ス
と
は
言
え
な
い
が
、
ス
ペ

ー
ス
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
都
立
図
書
館
の

青
書
も
含
め
た
効
率
的
で
有
効
な
資
料
保
存
の

仕
阻
み
が
実
現
し
、
都
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て

い
な
い
資
料
の
保
存
も
可
能
と
な
る
。
都
立
図

書
館
と
収
集
し
て
い
る
蔵
書
の
重
な
り
の
少
な

い
共
同
保
存
図
書
館
の
実
現
は
、
都
立
図
書
館

に
と
っ
て
も
全
都
民
の
た
め
意
義
の
あ
る
事
業

と
考
え
ら
れ
る
。

収
納
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隆
化
は
、
全
国
の
自
治

体
図
書
館
で
起
き
て
い
る
、
あ
る
い
は
必
ず
起

き
る
問
題
で
あ
る
。
全
国
に
先
駆
け
て
都
立
図

書
館
が
共
同
保
存
図
書
館
事
業
に
乗
り
出
す
意

義
は
大
き
い
。
市
区
町
村
図
書
館
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
で
き
る
と
同
時
に
、
図
書
館
界
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を
全
国
に
提
起
で
き

る
と
も
言
え
る
。

た
だ
し
保
存
ス
ペ
ー
ス
が
潤
沢
に
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
限
界
は
確
認
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
I
S
B
N
が
付
与
さ
れ
て
い
る

資
料
に
限
る
が
、
現
在
多
摩
地
域
で
最
後
の
2

冊
と
な
っ
て
い
る
資
料
は
約
3
3
万
タ
イ
ト
ル

（
1
冊
本
＝
2
0
万
3
0
2
5
タ
イ
ト
ル
、
2
冊

本
＝
1
2
万
5
8
6
2
タ
イ
ト
ル
）
　
＊
4
）
で
あ

る
。
当
然
な
が
ら
こ
の
す
べ
て
が
共
同
保
存
図

書
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ

の
図
書
館
で
は
必
要
な
基
本
的
な
資
料
も
あ

り
、
移
管
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
資
料
も
含
ま

れ
る
。
多
摩
地
域
で
最
後
の
1
冊
に
な
っ
て
い

る
資
料
を
優
先
し
て
考
え
た
場
合
、
当
初
の
共

同
保
存
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
は
最
低
2
0
万
冊
程
度

の
ス
ペ
ー
ス
で
対
応
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

厳
密
に
考
え
る
と
各
図
書
館
が
除
籍
し
た
図
書

の
中
で
の
最
後
の
1
冊
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

状
況
把
握
が
必
要
で
あ
る
が
大
幅
に
縮
小
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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3
　
具
体
的
な
実
現
に
向
け
て

共
同
保
存
図
書
館
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

準
備
と
し
て
、
多
摩
デ
ポ
は
次
の
こ
と
を
す
す

め
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
と
蓄
積
を
活

か
し
て
共
同
保
存
図
書
館
の
実
現
に
向
け
て
新

都
立
多
摩
図
書
館
の
活
動
を
支
援
し
、
住
民
と

の
協
働
と
い
う
視
点
か
ら
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
　
こ
れ
は
多
摩
デ
ポ
が
蓑
生
す
る
以
前
つ

こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
市
民
や
区
書
医
贅
員
二

ど
の
有
志
が
一
多
寧
地
域
つ
匡
書
館
一
ご
ト
二
：
ぺ
■

育
て
る
会
一
を
発
足
さ
せ
、
そ
つ
活
動
「
∵
宇
一
．
り

ら
『
東
京
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

1
多
摩
発
共
同
保
存
図
書
館
基
本
構
想
－
』
＊

5
）
を
出
版
し
、
求
め
る
利
用
者
に
対
し
て
徹

底
し
た
資
料
摸
供
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
構

想
を
提
示
し
た
。
多
摩
デ
ポ
は
同
会
の
後
継
と

し
て
そ
の
思
想
を
引
き
継
い
で
8
年
前
に
誕
生

し
、
N
P
O
法
人
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い

る。
（
2
）
共
同
保
存
図
書
館
の
普
及
啓
発
活
動
と

し
て
、
「
多
摩
デ
ポ
講
座
」
（
2
5
回
開
催
）
　
の
開

催
、
「
多
摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
N
O
l
O
）
」
や

「
多
摩
デ
ポ
通
信
（
第
3
7
号
）
」
の
発
刊
、
そ
し

て
図
書
館
関
係
団
体
の
大
会
や
展
示
会
な
ど
に

も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
を
通
じ
て
図
書

館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
や
共
同
保
存
図
書
館

の
重
要
性
を
説
い
て
き
た
。

（
3
）
図
書
館
に
お
け
る
図
書
資
料
の
除
籍
作

業
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
多
摩

地
域
最
後
の
1
冊
、
2
冊
を
接
し
出
す
作
業
に

も
積
毎
的
一
二
∬
わ
り
、
そ
の
た
め
の
マ
ニ
ユ
ア

1
‥
誓
り
や
′
｛
・
、
ウ
つ
研
究
を
続
け
て
き
た
。

て
こ
　
美
音
．
t
竺
号
長
芋
丁
る
先
進
的
な
自
治
体

一
㌧
つ
、
．
て
・
・
－
、
至
コ
テ
．
軽
■
卓
上
翠
貧
、
課
等
、

今
後
∴
七
・
号
．
卓
二
ナ
二
一
r
ノ
．
．
一
ナ
ノ
二
年
要
㍗
つ
積

討
し
た
。
例
∵
t
h
、
富
⊥
革
、
ま
責
県
、
亨
．
山

県
な
ど
に
お
け
る
県
立
区
書
館
力
具
体
的
二
事

例
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
、
多
摩
地
域
に
最
■
1

相
応
し
い
方
法
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
続
け

て
き
た
。

（
5
）
除
籍
予
定
図
書
の
横
断
検
索
に
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
図
書
館
が
都
立
図
書
館
の
「
統

合
検
索
」
を
活
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
さ
ら

に
改
良
し
、
簡
便
で
精
度
の
高
い
も
の
を
目
指

し
て
、
図
書
館
蔵
書
の
検
索
サ
イ
ト
を
運
営
し

て
い
る
（
株
）
カ
ー
リ
ル
と
の
共
同
研
究
開
発
を

す
す
め
て
き
た
。
因
み
に
、
現
段
階
で
の
研
究

成
果
を
最
近
公
開
し
た
の
で
、
多
摩
デ
ポ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
j
a
ヨ
a
d
e
p
…
r
g
＼
（
多
摩
地

域
図
書
館
蔵
書
確
認
シ
ス
テ
ム
・
仮
称
）

こ
れ
ま
で
作
業
は
、
手
作
業
で
入
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
と
、
シ
ス
テ
ム
が
重
い
た

め
、
検
索
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
。
仮
に
5
0
0
冊
の
所
蔵
を
都
立
の
統
合
検

索
で
確
認
し
よ
う
と
す
る
と
、
1
冊
あ
た
り
約

3
0
秒
と
し
て
も
調
査
が
完
了
す
る
ま
で
4
時
間

以
上
か
か
る
。
ま
た
、
統
合
検
索
で
は
無
し
と

出
た
も
の
が
、
そ
の
図
書
館
の
検
索
サ
イ
ト
で

調
べ
て
み
る
と
あ
っ
た
、
な
ど
と
い
う
精
度
の

問
篭
も
あ
る
。

今
回
、
多
摩
デ
ポ
が
共
同
研
究
で
開
発
し
た

仕
組
み
で
は
、
短
時
間
に
連
続
で
読
み
取
り
が

で
き
、
1
冊
あ
た
り
1
秒
か
ら
1
0
秒
程
度
で
簡

単
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

度
に
大
量
の
検
索
す
る
場
合
は
、
ま
と
め
て
デ

ー
タ
を
流
し
込
め
ば
5
0
0
冊
あ
っ
て
も
3
分

程
度
で
調
査
が
終
わ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
手
間
の
か
か
っ
て
い
た
最
後
の
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1
冊
本
を
重
し
出
す
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
共

同
保
存
の
課
篭
の
一
つ
を
越
え
る
こ
と
の
見
通

し
が
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。

4
　
最
も
身
近
な
図
書
館
と
し
て
の
市
区
町
村

立
図
書
館
を
支
え
る

公
共
図
書
館
の
基
本
的
機
能
と
し
て
『
市
民

の
図
書
館
』
＊
6
）
　
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。
「
公
共
図
書
館
の
基
本
的
機
能
は
、

資
料
を
求
め
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
、
資
料
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
図
書
館
は
、
住
民

が
住
民
自
身
の
た
め
に
、
住
民
自
身
が
維
持
し

て
い
る
機
関
で
あ
る
か
ら
、
資
料
を
求
め
る
住

民
す
べ
て
の
た
め
に
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
し
、
住

民
に
よ
っ
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
評
価
さ
れ
二
ふ
．

れ
ば
な
ら
な
い
。
（
略
）
ま
た
公
共
回
書
距
一
て

全
住
民
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
・
′
昌
苧
二
r
l

果
的
な
方
法
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
▲
つ
▲
i
I
ろ
」
…

に
す
べ
き
で
あ
る
。
公
共
図
書
館
は
、
利
覇
者

の
求
め
る
資
料
は
原
則
と
し
て
ビ
六
∵
き
つ
二
▼
㌧

の
で
も
提
供
す
る
。
（
略
）
」
と
あ
る
。

多
摩
デ
ポ
は
、
こ
の
図
書
館
の
基
本
的
確
能

を
踏
ま
え
、
住
民
の
求
め
る
資
料
を
地
域
の
図

書
館
が
い
つ
で
も
提
供
で
き
る
よ
う
効
率
的
・

効
果
的
な
資
料
保
存
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
資
料
の
共
同
保
存
と
い
う

考
え
に
到
達
し
、
共
同
保
存
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

公
立
図
書
館
は
自
治
体
が
設
置
す
る
も
の
だ

が
、
な
か
で
も
市
区
町
立
図
書
館
は
住
民
の
最

も
身
近
な
図
書
館
で
あ
り
、
全
て
の
図
書
館
機

能
の
最
前
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

よ
く
使
わ
れ
る
例
え
で
あ
る
が
、
水
道
で
例
え

る
と
各
家
庭
の
蛇
口
が
地
域
の
図
書
館
で
あ

り
、
浄
水
場
は
地
域
の
中
央
図
書
館
で
あ
り
、

貯
水
池
宣
草
道
帝
県
立
図
書
館
で
あ
る
。
こ
の

仕
組
云
一
∵
よ
っ
て
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ

水
道
七
を
同
じ
条
件
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

キ
喜
一
。
区
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
、
同
様

｛
　
こ
と
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

現
等
の
図
書
館
の
近
隣
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、

遠
／
、
離
れ
て
住
ん
で
い
よ
う
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
地
域
の
図
書
館
の
使
命
で

ある。一
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い

基
準
」
や
『
公
立
図
書
館
の
任
務
と
目
標
』
＊

－
⊥
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
都
道
府
県
立
図
書
館

は
域
内
の
市
区
町
村
立
図
書
館
を
支
援
し
、
連

携
協
力
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

多
摩
デ
ポ
は
、
そ
う
し
た
市
区
町
村
立
図
書

館
の
支
援
を
都
立
図
書
館
と
と
も
に
、
市
民
の

立
場
、
住
民
の
視
点
で
、
地
域
の
図
書
館
の
資

料
提
供
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
他
の
道
府
県
に
先
駆
け
て
協
働
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

＊
1
　
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
館
長
協
議
会
「
共
同

利
用
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
調
査
報
告
書
」

（
多
摩
地
域
各
市
町
村
の
図
書
館
の
資
料
収
容
能
力
は

限
界
状
態
）
　
2
0
1
5
年
1
0
月

＊
2
　
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基

準
」
（
平
成
2
4
年
1
2
月
1
9
日
文
部
科
学
省
告
示
第
1
7

2
号
）

＊
3
　
「
東
京
都
議
会
文
教
委
員
会
　
平
成
2
6
年
6
月

提
出
資
料
」
よ
り

＊
4
　
吉
本
龍
司
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
見
え
て
く
る
多

摩
地
域
図
書
館
」
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
2
0
1
5
年
7

月
上
旬
号
4
p
－
9
p

＊
5
　
多
摩
地
域
の
図
書
館
を
む
す
び
育
て
る
会
著

『
東
京
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
－
多
摩
発

共
同
保
存
図
書
館
基
本
構
想
－
』
ポ
ッ
ト
出
版
　
2
0

＊
6
　
『
市
民
の
図
書
館
　
増
補
版
』
日
本
図
書
館
協

会

　

1

9

7

6

＊
7
　
『
公
立
図
書
館
の
任
務
と
目
標
　
解
説
　
改
訂

増
補
』
日
本
図
書
館
協
会
　
2
0
0
9


